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と
生
物
多
様
性
の
確
保
が
両
立

し
て
い
る
こ
の
地
域
は
、
世
界

的
に
も
非
常
に
珍
し
い
事
例
で

す
。

　

当
日
は
、「
お
茶
振
興
課
」

の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
ず
、
お
茶
だ
け
に
特

化
し
た
組
織
が
あ
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
さ
す
が
は
、
全
国

有
数
の
生
産
量
を
ほ
こ
り
、
品

評
会
に
お
い
て
も
数
々
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
地
域
で
す
。
残

念
な
が
ら
世
界
農
業
遺
産
は
認

知
度
が
低
い
と
の
こ
と
で
、
現

在
、
認
知
度
向
上
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

「
農
業
委
員
研
修
会
」
開
催

　

２
月
２
日
に
、
平
塚
市
勤
労
会

館
で
、
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合

会
が
、
神
奈
川
県
農
業
会
議
と
共

催
で
、
農
業
委
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、
都
市
農
業
に

必
要
な
相
続
対
策
に
つ
い
て
と
、

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
つ
い
て
で
す
。
本
市
農
業

委
員
会
委
員
を
は
じ
め
、
各
市
町

農
業
委
員
会
委
員
は
、
委
員
と
し

て
の
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
い
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
５
日
か
ら
６

日
に
お
い
て
、
静
岡
県
掛
川
市

で
、
県
外
農
業
優
良
事
例
調
査

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

世
界
農
業
遺
産
で
あ
る
「
静

岡
の
茶
草
場
農
法
」
は
、
茶
園

周
辺
の
ス
ス
キ
や
サ
サ
な
ど
の

草
を
刈
り
、
茶
畑
に
有
機
肥
料

と
し
て
投
入
す
る
伝
統
的
な
農

法
で
す
。
こ
の
投
入
す
る
草
を

刈
り
取
る
採
草
地
を
茶
草
場
と

い
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
的
に
継

続
さ
れ
て
き
た
茶
草
場
農
法

が
、
茶
草
場
を
貴
重
な
生
物
が

住
む
特
別
な
場
所
と
変
え
て
い

き
ま
し
た
。
良
い
お
茶
を
作
ろ

う
と
す
る
農
家
の
営
み
や
努
力

　

平
成
27
年
11
月
12
日
、
神
奈
川

県
農
業
会
議
が
、
海
老
名
市
文
化

会
館
で
、
平
成
27
年
度
神
奈
川
県

農
業
委
員
大
会
を
開
催
し
、
本
市

の
農
業
委
員
を
は
じ
め
、
県
内
の

農
業
委
員
等
約
７
５
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
「
新
た
な
農
業
委

員
会
制
度
及
び
農
業
委
員
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
業
務
の
円
滑
な
運
営
に

関
す
る
要
望
」
、
「
都
市
農
業
の

振
興
と
農
地
の
保
全
・
有
効
利
用

対
策
に
関
す
る
要
望
」
、
「
担

い
手
・
経
営
対
策
に
関
す
る
要

望
」
、
「
農
業
委
員
会
活
動
の
強

化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
の
４

議
案
と
と
も
に
、
特
別
決
議
と
し

て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
を

踏
ま
え
た
特
別
決
議
」
を
採
択
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
と
し
て
長
年

に
渡
り
地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献

し
た
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
本

市
農
業
委
員
会
か
ら
は
、
永
年
在

任
農
業
委
員
（
12
年
以
上
）
と
し

て
、
和
田
厚
行
委
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を
踏
ま
え
た

特
別
決
議
な
ど
を
採
択

平
成
27
年
度

神
奈
川
県
農
業
委
員
大
会

（
静
岡
県
掛
川
市
）

世
界
農
業
遺
産
「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」

県
外
農
業
優
良
事
例
調
査
研
修
会

東山の茶文字

茶畑の視察の様子

講演する神奈川県農業会議職員



神奈川県農業会議

賛助会員費
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・
目
標
と
す
る
農
業
経
営

　
　

観
光
農
園
、
６
次
産
業
化

・
予
定
作
付
作
物

　
　

露
地
野
菜

・
ひ
と
こ
と

　

３
〜
５
年
後
に
６
次
産
業
化

を
目
指
し
ま
す
。
良
質
で
安

心
・
安
全
な
野
菜
作
り
を
心
掛

け
、
信
頼
さ
れ
る
生
産
者
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
コ
ー
ス
講
師

か
ら
修
了
生
に
向
け
た
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご協力ありがとうございました

賛助金額 940,500円
　毎年お願いしている神奈川県農業
会議の賛助会員費につきましては、
本年度は 1,881 戸もの農家の皆様
にご協力いただき、ありがとうござ
いました。
　この賛助会員費は、神奈川県農業
会議の次の事業に充てられます。
・税制対策と経営改善支援
・農政情報活動
・各生産組合の地域農政活動への助
　成　　　　　　　　　　　など

○　

伊
藤　

隆
弘
講
師

　

２
年
間
の
農
業
研
修
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
安
定
し
た
農
業
経

営
に
は
毎
年
の
経
験
の
積
み
重
ね

が
大
事
で
す
。
自
然
が
相
手
で
想

定
外
の
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
経

験
と
と
ら
え
、
さ
ら
な
る
栽
培
技

術
の
向
上
に
取
り
組
み
、
秦
野
市

農
業
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

た
、
北
村
彰
秦
野
市
農
業
委
員
会

会
長
職
務
代
理
者
が
励
ま
し
の
言

葉
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
コ
ー
ス
の
修
了
生
の

う
ち
、
農
業
外
か
ら
の
新
規
就
農

者
は
、
次
の
２
名
で
す
。

○　

上
松　

清
さ
ん

・
目
標
と
す
る
農
業
経
営

　
　

自
立
す
る
農
業

・
予
定
作
付
作
物

　
　

露
地
野
菜

・
ひ
と
こ
と

　

安
全
で
安
心
で
き
る
農
作
物

を
作
る
こ
と
を
前
提
に
自
立
す

る
農
業
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。
雑
草
と
闘
い
な
が
ら
挑
戦

す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

○　

加
賀　

将
志
さ
ん

　

２
月
６
日
に
、
平
成
27
年
度
は

だ
の
市
民
農
業
塾
の
閉
講
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
だ
の
市
民
農
業
塾
（
塾
長
：

秦
野
市
長
、
副
塾
長
：
秦
野
市
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
及

び
秦
野
市
農
業
委
員
会
会
長
）
と

は
、
新
た
な
農
業
の
担
い
手
づ
く

り
と
し
て
、
新
規
就
農
や
農
業
参

画
を
希
望
す
る
市
民
に
対
し
て
、

本
市
独
自
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
開
講
さ
れ
た
も
の
で
す
。
現
在

は
、
新
規
就
農
コ
ー
ス
（
新
た
に

農
業
者
と
し
て
営
農
を
希
望
す
る

人
、
農
業
を
開
始
す
る
農
業
後
継

者
向
け
。
）
、
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ

ー
ス
（
農
業
の
基
礎
知
識
を
習
得

し
た
い
人
、
市
民
農
園
等
を
利
用

し
た
い
人
向
け
。
）
、
農
産
加
工

起
業
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
（
農
産
加

工
品
の
製
造
販
売
を
始
め
た
い
人

向
け
。
）
の
３
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
の
修
了
生
は
、
そ

れ
ぞ
れ
６
名
、
10
名
、
９
名
で
し

た
。

　

開
式
に
あ
た
り
、
副
塾
長
で
あ

り
、
秦
野
市
農
業
委
員
で
も
あ
る

山
口
政
雄
秦
野
市
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、
修
了
認
定
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
副

塾
長
で
あ
る
鳥
海
久
元
秦
野
市
農

業
委
員
会
会
長
の
代
理
で
出
席
し

「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」
閉
講
式

３
コ
ー
ス
25
名
が
修
了

　

こ
の
市
民
農
業
塾
で
す
が
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
し
て
い
ま
す
。「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
の
紹
介　

動
画
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

修了生の代表として
あいさつ

山口政雄秦野市農業協同組合代表理事
組合長

北村彰秦野市農業委員会会長職務代理者
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に
貸
し
付
け
る
事
に
よ
り
、
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
事
業

で
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構
と
は
…

　

神
奈
川
県
で
は
、
公
益
社
団
法

人
神
奈
川
県
農
業
公
社
が
農
地
中

間
管
理
機
構
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
の
農
地
中
間
管
理
機
構

が
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

農
地
の
出
し
手
に

交
付
さ
れ
る
協
力
金

　

農
地
中
間
管
理
機
構
に
農
地
を

貸
す
と
、
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、

交
付
さ
れ
る
協
力
金
が
３
種
類
あ

り
ま
す
。

① 

地
域
集
積
協
力
金

　

地
域
で
話
し
合
い
、
地
域
内
の

農
地
の
一
定
割
合
以
上
を
農
地
中

間
管
理
機
構
に
貸
し
付
け
る
場

合
。
な
お
、
貸
付
面
積
の
割
合
に

よ
っ
て
単
価
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

②
経
営
転
換
協
力
金

　

リ
タ
イ
ア
、
経
営
転
換
、
農
地

を
相
続
し
た
が
農
業
を
継
が
な
い

場
合
な
ど
、
使
わ
な
い
農
地
を
ま

と
め
て
農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
…

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
対

象
に
、
農
業
を
辞
め
た
い
方
や
農

業
の
規
模
を
縮
小
し
た
い
方
な

ど
、
農
地
を
貸
し
付
け
た
い
方

（
出
し
手
）
か
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
農
地
を
借
り
受
け
、
規

模
拡
大
や
新
規
参
入
す
る
た
め
に

農
地
を
借
り
た
い
方
（
受
け
手
）

し
付
け
る
場
合
。
た
だ
し
、
農
地

を
10
年
以
上
貸
し
付
け
、
か
つ
受

け
手
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
場
合
に

限
り
ま
す
。

③
耕
作
者
集
積
協
力
金

　

農
地
中
間
管
理
機
構
が
管
理
し

て
い
る
農
地
、
ま
た
は
借
受
希
望

者
が
管
理
し
て
い
る
農
地
に
隣
接

す
る
農
地
、
２
筆
以
上
ま
と
ま
っ

て
い
る
農
地
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
農
地
を
、
農
地
中
間
管
理
機

構
に
貸
し
付
け
る
場
合
。
た
だ

し
、
農
地
を
10
年
以
上
貸
し
付

け
、
か
つ
受
け
手
に
貸
し
付
け
ら

れ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
事
者
の
要
件
や
、
農
地
の
場
所
に
よ
っ
て
は
対
象
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
産
課
（
☎
８
２
―
９
６
２
６
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

遊
休
農
地
を
な
く
そ
う

　

遊
休
農
地
が
発
生
す
る
と
、

そ
の
農
地
だ
け
で
な
く
周
辺
の

農
地
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
雑
草
・
竹
の
繁
茂
、
種
子

の
飛
散
、
病
害
虫
の
発
生
、
有

害
鳥
獣
の
住
処
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
タ
バ
コ
・
放

火
に
よ
る
火
災
の
発
生
、
不
法

投
棄
、
悪
臭
な
ど
近
隣
住
民
に

対
す
る
生
活
環
境
衛
生
上
に
お

い
て
も
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
に
は
、
遊
休
農

地
の
改
善
を
求
め
る
意
見
・
要

望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
特

定
の
農
地
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
時
は
、
所
有
者

に
対
し
て
、
訪
問
や
通
知
を
通

し
て
、
耕
作
、
草
刈
り
等
の
適

正
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

利
用
状
況
調
査
を
毎
年
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
（
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
で
見
付
か
っ

た
遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
し

て
は
、
適
正
管
理
を
お
願
い
す

る
ほ
か
に
、
今
後
の
利
用
意
向

（
貸
し
付
け
の
希
望
、
自
ら
耕

作
す
る
予
定
な
ど
）
を
調
査
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
集
積
を
考
え
て

　

農
地
は
遊
休
化
せ
ず
、
耕
作

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
耕
作

で
き
な
い
場
合
は
、
上
記
の
農

地
中
間
管
理
事
業
や
農
地
銀
行

を
利
用
し
て
、
担
い
手
へ
の
利

用
集
積
（
貸
し
付
け
な
ど
）
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。

農地中間管理事業
農地の貸し借りを進めます！

農地の貸し借りを
進めます！



鳥
海 

久
元
（
公
選
・
東
地
区
）

●
役
職

　

会
長
、
運
営
委
員
、
編
集
委
員

●
担
当
生
産
組
合

　

落
合
東
・
落
合
西
・
小
金
沢
・

西
沢
・
道
場
・
才
玉
・
上
原

●
主
な
作
付
作
物

　

ミ
カ
ン
、
カ
キ

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
、
農
地
を
取
り
巻
く
環
境

が
国
の
方
針
で
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
方
向
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
農
業
を
行
う
の
に
は
厳
し
い

時
代
で
す
が
、
少
し
で
も
農
家
の

た
め
に
役
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害
に

も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

佐
藤 

盛
（
公
選
・
大
根
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

　

鶴
巻
上
・
鶴
巻
中
・
鶴
巻
第

一
・
鶴
巻
第
二

●
主
な
作
付
作
物

　

水
稲
、
露
地
野
菜

●
ひ
と
こ
と

　

会
社
定
年
退
職
後
、
農
業
に
携

わ
り
ま
し
た
が
、
良
く
分
か
ら
な

い
部
分
が
多
く
、
先
輩
方
に
助
け

て
も
ら
い
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

山
口 

勝
嗣
（
公
選
･
南
地
区
）

●
役
職

　

編
集
委
員

●
担
当
生
産
組
合

　

三
協
町
・
宮
町
・
北
町
・
南

町
・
小
原
町

●
主
な
作
付
作
物

　

露
地
野
菜

●
ひ
と
こ
と

　

退
職
後
、
相
続
し
た
農
地
を
耕

し
始
め
数
年
が
経
ち
、
よ
う
や

く
、
物
を
作
る
喜
び
や
大
変
さ
が

分
か
り
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
見

聞
き
す
る
と
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
、
担
い
手
不
足
か
ら
の
農
業

耕
作
地
放
棄
、
有
害
鳥
獣
被
害
の

増
加
等
々
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
深
刻
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
安
心
、
安
全
な
露
地
野

菜
を
作
り
な
が
ら
耕
作
放
棄
地
を

増
や
さ
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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山
口 
政
雄
（
農
協
推
薦
）

●
役
職

　

運
営
委
員

●
主
な
作
付
作
物

　

露
地
野
菜

●
ひ
と
こ
と

　

今
日
、
農
業
の
担
い
手
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
要
因
は
作
物
を
作

付
し
て
も
、
ど
う
せ
鳥
獣
被
害
に

あ
っ
て
意
欲
が
薄
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
荒
廃
農
地
が
拡
大
す
る
こ
と

と
、
鳥
獣
の
住
処
が
多
く
な
っ
て

悪
循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

我
々
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
先
行
き
不
透

明
な
中
で
、
食
料
自
給
率
を
引
き

上
げ
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
菅 

基
司
（
議
会
推
薦
）

●
ひ
と
こ
と

　

現
在
、
有
害
鳥
獣
駆
除
員
と
し

て
銃
器
に
よ
る
駆
除
現
場
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
犬
を
使
う
猪
猟
で

は
、
犬
が
怪
我
、
酷
い
と
き
に
は

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
危

険
と
隣
り
合
わ
せ
の
現
場
で
感
じ

る
こ
と
は
、
駆
除
員
の
高
齢
化
、

地
位
向
上
、
充
実
し
た
保
障
確
立

な
ど
、
生
産
者
に
も
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
課
題
で
す
。

農
業
委
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー　
議
席
順

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
最
新

の
農
業
情
勢
の
提
供
と
解

説
、
先
進
農
家
の
経
営
紹

介
、
農
業
入
門
な
ど
読
ん
で

役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。

●毎週金曜日発行
●購読料　月７００円
●お申し込みは、地元農業
　委員、または農業委員会
　事務局まで。

事務局
☎８２-９６５４

全
国
農
業
新
聞
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バ
ラ
農
家
に
嫁
い
で

石
田　

京
子
（
曽
屋
一
丁
目
）

　

私
は
、
弘
法
山
の
麓
に
あ
る
バ

ラ
園
に
嫁
い
で
29
年
。
結
婚
と
同

時
に
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
体
を
動
か
す
の
は
好
き
だ

っ
た
の
で
苦
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
バ
ラ
の
こ
と
を
全
く
知
ら

ず
、
温
室
で
育
て
ら
れ
て
い
る
の

す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
花
切

り
、
誘
引
、
選
花
作
業
と
ど
れ
も

難
し
く
、
ま
た
、
品
種
名
を
覚
え

る
の
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。
両
親

と
夫
と
私
の
４
人
で
仕
事
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
失
敗
し
て

も
、
出
来
な
く
て
も
そ
れ
ほ
ど
支

障
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
ど
こ
か
甘

え
て
い
た
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
両
親
が
年
老
い
て
き

　

就
農
し
て
20
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

「
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
」
、
20
年
間
こ
の
言
葉
を
聞
か

な
い
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
継
者

の
減
少
、
担
い
手
の
高
齢
化
、
荒

廃
農
地
の
増
加
、
鳥
獣
被
害
、
原

油
高
騰
に
よ
る
高
コ
ス
ト
化
…
。

あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
程
の
課
題

が
、
根
本
的
な
解
決
策
も
見
つ
か

ら
な
い
ま
ま
山
積
み
で
す
。

　

「
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
」
と
い
う
相
変
わ
ら
ず
の
状

況
の
中
で
、
な
ぜ
私
が
「
農
業
を

継
続
し
な
け
れ
ば
！
」
と
思
っ
た

か
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

就
農
当
初
は
、
作
物
を
育
て
収

穫
物
を
消
費
者
に
買
っ
て
も
ら

て
、
父
か
ら
夫
へ
と
経
営
を
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
い
市
場

へ
の
変
更
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、

私
達
が
中
心
と
な
る
作
業
形
式
に

な
る
た
め
、
選
花
や
花
切
り
作
業

の
方
法
も
、
す
べ
て
一
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
意

識
が
変
わ
っ
た
の
は
そ
こ
か
ら
で

し
た
。
両
親
が
守
っ
て
き
た
バ
ラ

園
を
、
こ
れ
か
ら
は
私
達
世
代
が

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
仕
事
に
も
意
欲
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。

　

夫
が
思
い
描
い
て
い
る
「
こ
だ

わ
り
の
バ
ラ
」
、
市
場
や
花
屋
、

消
費
者
の
方
々
に
、
「
石
田
バ
ラ

園
の
バ
ラ
が
欲
し
い
。
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
日
々
意
見

を
出
し
合
い
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期

的
に
、
市
場
や
花
屋
ま
で
自
分
達

の
花
の
状
態
を
確
認
し
た
り
、
他

の
生
産
者
の
花
の
見
学
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
良
質
な
バ
ラ
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
前
進
し
て
い
ま

す
。
や
れ
ば
や
っ
た
だ
け
の
成
果

っ
て
生
計
を
立
て
る
仕
事
で
あ

り
、
「
良
い
も
の
を
作
っ
て
儲
け

た
い
！
」
と
「
良
い
も
の
」
と
は

何
か
も
分
か
ら
ず
に
漠
然
と
し
た

思
い
で
作
業
す
る
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
所
属
し
て
い
た
農

業
後
継
者
ク
ラ
ブ
秦
友
会
や
農
協

青
年
部
の
活
動
に
対
し
て
も
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
消
極
的
で
受
け

身
的
な
態
度
で
し
た
。
数
年
す
る

と
、
そ
れ
ら
の
組
織
の
役
員
が
回

っ
て
き
ま
し
た
。
事
務
局
の
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
と
責
任
感
が
き
っ
か

け
に
な
り
、
前
向
き
に
取
り
組
も

う
と
い
う
意
識
に
ス
イ
ッ
チ
が
入

り
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
組
織
の
活
動
に
お
い
て
先

輩
方
や
後
輩
た
ち
、
事
務
局
の
方

と
と
も
に
自
分
た
ち
の
目
指
す
目

標
に
向
か
っ
て
切
磋
琢
磨
す
る
こ

と
が
大
き
な
達
成
感
を
生
み
、
自

分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
就
農
し
て
か
ら
10
年
ほ

ど
経
っ
た
頃
、
秦
友
会
の
活
動
の

中
で
、
個
々
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
農
業
と
は
何
か
？
を

考
え
た
と
き
、
そ
の
役
割
の
広
さ

に
気
付
き
、
「
お
金
に
換
え
る
物

を
作
る
こ
と
」
と
思
っ
て
い
た
か

は
出
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
夫
婦
が
元
気
な

限
り
、
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

つ
て
の
自
分
を
恥
ず
か
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
の
時
に
作
っ
た
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
で
の
「
本
物
を
作
り
た

い
！
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
、
10
年
た
っ
た
今
で
も
変
わ
ら

ず
、
す
べ
て
が
こ
の
言
葉
と
リ
ン

ク
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

つ
も
り
で
す
。
「
人
の
口
に
入
る

も
の
」
即
ち
「
消
費
者
の
皆
さ
ん

の
健
康
を
維
持
す
る
食
物
を
提
供

す
る
こ
と
」
を
意
識
し
、
栽
培
管

理
を
見
直
し
な
が
ら
自
分
の
目
指

す
「
本
物
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
て

お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
の
先
人
た
ち
が
仲
間
と

と
も
に
永
続
で
き
る
農
業
を
描

き
、
切
磋
琢
磨
し
て
守
っ
て
き
た

農
地
を
我
々
に
託
し
た
思
い
を
想

像
し
、
家
族
は
勿
論
の
こ
と
、
人

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
考
え
て
、

百
年
、
二
百
年
…
、
と
永
続
で
き

る
農
業
を
後
世
の
人
た
ち
に
繋
ぐ

こ
と
が
自
分
の
役
割
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
異
業
種
の
方
た
ち
と

も
交
流
が
あ
り
、
色
々
な
方
と
の

繋
が
り
か
ら
勉
強
で
き
る
こ
と
に

感
謝
し
、
山
積
み
し
て
い
る
課
題

に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
日
々
で

す
。

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
役
割

須
藤　

政
一
（
菖
蒲
）



い
て
、
配
偶
者
や
後
継
者
が
、
保

険
料
の
国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ
る

（
一
定
の
条
件
あ
り
）
、
③
制
度

資
金
の
一
部
に
お
い
て
、
配
偶
者

や
後
継
者
が
、
自
分
名
義
で
融
資

を
受
け
ら
れ
る
、
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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家
族
経
営
協
定
と
は
ど
ん

な
も
の
で
す
か
。
メ
リ
ッ
ト

は
あ
り
ま
す
か
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家

族
経
営
の
方
針
や
家
族
一
人

ひ
と
り
の
役
割
、
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族

間
の
十
分
な
話
し
合
い
に
基
づ

き
、
取
り
決
め
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
家
族
全
員
の
位
置
づ

け
や
役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
一

人
ひ
と
り
の
力
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
こ
と
が
、
家
族
経
営
の
経
営

力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
取

り
決
め
る
内
容
は
、
経
営
目
標
・

方
針
、
就
業
条
件
（
役
割
分
担
・

労
働
時
間
・
報
酬
・
休
日
等
）
、

経
営
権
・
経
営
資
産
の
移
譲
な
ど

で
す
。

　

家
族
経
営
協
定
の
効
果
と
し

て
、
家
族
で
話
し
合
う
機
会
の
増

加
、
経
営
の
役
割
分
担
の
明
確

化
、
経
営
目
標
の
明
確
化
、
共
同

経
営
者
と
し
て
の
自
覚
、
労
働
時

間
・
報
酬
の
改
善
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

農
業
政
策
上
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
①
認
定
農
業
者
制
度
に
お

い
て
、
共
同
経
営
を
行
っ
て
い
る

配
偶
者
や
後
継
者
が
、
共
同
申
請

を
行
う
こ
と
で
認
定
農
業
者
に
な

れ
る
、
②
農
業
者
年
金
制
度
に
お

●
総
会

　

11
月
25
日
、
12
月
25
日
、
１

月
25
日
、
２
月
25
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
等
は

下
表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

　

11
月
16
日
、
12
月
16
日
、
１

月
15
日
、
２
月
16
日

●
編
集
委
員
会

　

１
月
25
日
、
２
月
25
日

●
神
奈
川
県
農
業
委
員
大
会

　

11
月
12
日

●
県
外
農
業
優
良
事
例
調
査
研
修
会

　

11
月
５
日
〜
６
日

●
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

　
農
業
委
員
研
修
会

　

２
月
２
日

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
27
年
11
月
〜
平
成
28
年
２
月
）

農地の賃借料情報

■総会の主な審議案件と件数（11～２月）
審　議　案　件 件数 面　積

耕作目的の売買・貸借（３条許可） ７件 5,746㎡

市街化調整区域内の転用（４・５条許可） 11件 29,614.54㎡

市街化区域内の転用（４・５条届出） 101 件 40,714.90㎡

相続税納税猶予 ６件 20,787.03㎡

  相 談
    コーナー

「
み
そ
の
手
づ
く
り
」

　

荒
廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
と
協
働
し
て
行
っ

て
い
る
荒
廃
農
地
解
消
事
業
の

一
環
と
し
て
、
市
立
東
小
学
校

児
童
と
一
緒
に
ダ
イ
ズ
を
栽
培

し
収
穫
し
ま
し
た
。
そ
の
収
穫

し
た
ダ
イ
ズ
で
、
３
月
５
日
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
員
と
児

童
が
、
み
そ
の
手
づ
く
り
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
ゆ
で
て
潰
し
た
ダ

イ
ズ
に
、
麹
や
塩
を
一
生
懸
命

混
ぜ
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

支援
センター
通信

荒
廃
農
地
解
消
事
業
啓
発
活
動

　平成 27年１月から 12月までに、利用権設定によ

り賃貸借された農地の賃借料（10a 当たり）は下表の

とおりです。

区分 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） データ数

田 ― ― ― 0

畑 13,000 75,500 4,100 56

※農地の区分、平均額、最高額、最低額を賃借料情報

　として提供します（農業用施設用地及び法人の賃貸

　借は除く。）。

※金額は、１件ごとに百円未満を四捨五入して集計し

　たものです。

※データ数は、集計に用いた件数（筆数）です。
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平
成
27
年
11
月
28
日
㈯
に
、
本
市
堀
山

下
、
堀
西
地
域
で
、
「
丹
沢
秦
野
農
園
ハ

イ
ク
（
主
催
：
丹
沢
秦
野
観
光
農
業
研
究

会
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
年
で
17
回
目
を
数

え
ま
す
。
表
丹
沢
の
登
山
口
で
、
県
立
秦
野

戸
川
公
園
が
あ
る
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中

で
、
野
菜
や
果
樹
な
ど
多
彩
な
農
産
物
が
生

産
さ
れ
て
い
る
同
地
域
、
こ
こ
で
、
農
園
を

ハ
イ
キ
ン
グ
し
な
が
ら
回
り
、
旬
の
野
菜
の

収
穫
を
楽
し
も
う
と
、
３
７
７
名
も
の
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
20
日
㈮
か
ら
22
日

㈰
に
、
「
第
51
回
秦
野
市
農
産
物
品

評
会
（
主
催
：
秦
野
市
農
産
物
品
評

会
実
行
委
員
会
）
」
が
、
秦
野
市
農

業
協
同
組
合
本
所
農
業
団
地
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
出
品

さ
れ
た
農
産
物
は
４
５
４
点
に
上

り
、
ど
れ
も
優
秀
で
甲
乙
付
け
が
た

く
、
20
日
に
行
わ
れ
た
審
査
は
難
航

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

「
丹
沢
秦
野
農
園
ハ
イ
ク　

動
画
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

し
た
中
、
優
秀
賞
20
点
を
は
じ
め
、
全

１
２
０
点
が
褒
賞
と
な
り
ま
し
た
。
22

日
に
表
彰
式
が
、
秦
野
市
農
業
協
同
組

合
本
所
「
虹
の
間
」
で
行
わ
れ
、
同
実

行
委
員
会
会
長
で
あ
る
山
口
政
雄
秦
野

市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
「
農
産
課
（
☎
８
２
―

９
６
２
６
）
」
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

あ
た
た
か
な
春
の
日
差
し
の
季

節
、
皆
様
に
と
っ
て
何
か
と
忙
し
い

時
期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
会
で
は
、
多
く
の
皆
様

に
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
副
編
集
委
員
長　

平
井　

剛
）

農業者年金に加入しませんか？
農業者年金は、確定拠出型の年金で、次の長所があります。

●年金額が加入者数・受給者数に影響されない。
●保険料は全額控除対象。
●保険料の国庫補助（一定の要件が必要）。

　お問合せ
　　農業委員会事務局　　　☎８２- ９６５４
　　ＪＡはだの営農課　　　☎８１- ７７１８

丹沢秦野農園ハイク
大好評開催！

農
産
物
品
評
会
開
催
さ
れ
る

品評会会場 審査の様子

農園ハイク会場

収穫は親子一緒に


